
 

■会議結果報告書■ 

 

会議名称 第５期 札幌市子どもの権利委員会 第１回委員会 

日時・会場 平成30年10月19日（金）17：30～19：30 子ども未来局大会議室 

出席委員 14人出席 

 

議題等 概要等 

委嘱状交付 ○委嘱状交付 

○子ども育成部長挨拶 

○事務局職員紹介 

正副委員長選任 ○正副委員長の互選 

・委員の互選により、委員長に加藤委員、副委員長に辻委員を選出。 

○正副委員長及び各委員挨拶 

事務局説明 ○子どもの権利委員会及び子どもの権利の取組について 

・資料1-1、1-2に基づき、事務局より説明。 

○質疑 

・取組の一つである子どもの提案・意見募集ハガキの数はどれくらいか。 

－事務局：H29は458名から1,553件の意見をいただいた。 

・子どもアシストセンターの相談者として父親が3.1％と少ないことをどう捉

えているか。 

－事務局：母親と比較して件数は少ないが、日ごろの業務の中では、子ども

への思いの強さや一生懸命さを感じる。 

・子どもアシストセンターの小・中・高校生の相談者の男女比率はどのようか。

友人関係の相談でも男女で内容が分かれるのではないか。 

－事務局：数値はすぐ出ないが、今後、提示できるようにしていく。 

・小学４年生から小・中学生向けパンフレットを配布するというのはどのよう

な基準によるものか。１年生からでも良いのではないか。 

－事務局：学校で権利に関する学習が始まるおおよその時期にあわせてい

る。学校の教育方針等もあるが、今後の取組として考えていく。 

－委員：上級生が下級生に教えたり、学び合うピア・サポートの取組と併せ

て進めていくことが望ましい。 

－委員：高校生向けの取組も進めた方が良い。 

－事務局：道立、私立高校もある中、まずは小・中の取組を進めている状況。 

－委員：道立・市立・私立の高校教員の集まりに参加する機会があるので、

今の意見を紹介したい。 

議題 

 

○平成30年度子どもに関する実態・意識調査について 

・資料2-1～6に基づき、事務局より説明。 

○質疑・意見交換 

・子どもの権利を推進するための環境整備について問う観点もあるのではない

か。例えば、相談割合の低い父親に関する仕事や生活の状況を聞いたり、子

どもが参加しやすい環境をどうつくるかを聞く設問など。 

・例えば居場所やサロンなどの用語についても、具体的にわかりやすく示すこ

とが望ましい。 

－事務局：具体的な事例や注記も加えながら、設問や表現を整理していく。 



・３つまで選択する質問では順位をつけるのか。 

－事務局：集計が難しくなるため、順位はつけない予定。 

－委員長：経年比較のため過去の調査から変更が難しい質問もある。 

・無作為抽出をする中でも、子どもの有無などの偏りは見ないのか。 

－事務局：対象者は性別や年齢などをばらけさせて無作為抽出し、回収後の

集計を通して、性別や年齢、子どもの有無などに応じて傾向を把

握していく。 

・スマホやパソコンでも回答できるようにしたほうが良いのではないか。 

－事務局：できるかどうかを含め検討する。 

－委員：二重投稿を防ぐのに経費がかかるという事情もあると思われる。 

・知っている・利用した相談先として学校は入らないのか。 

－事務局：相談機関とは別に、子どもに対して相談相手を聞く中で、学校の

先生やスクールカウンセラー、その他の相談相手を聞いている。 

 

その他 ○事務局からの連絡事項 

・次回、平成30年11月22日(木) 17：00～開催。 

・今回同様、子どもに関する実態・意識調査についての議題を予定。 

以上  


